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2010 秋 応用情報技術者試験 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2010 年 9 月 24 日 (株)アイテック 商品開発本部 

 

■ 全体講評 

新試験制度になって以降，今回で応用情報技術者試験

は 4回目となります。午後試験は，解答問題数は 6問で，

従来のソフトウェア開発技術者試験の出題分野に加え，

ストラテジ系，マネジメント系，組込みシステム系の問

題を加えた 12 問から 6 問選択解答する形式が定着して

います。 
応用情報技術者の午後試験では，12 問から 6 問を選

択するという作業が重要なものとなります。解答用紙に

選択する問題を記すわけですが，きちんと 6 問選んでい

ない人，丸を付ける欄を間違えている人が何人もいらっ

しゃいました。これは解答以前の問題なのでくれぐれも

注意して，指示通り確実に問題を選択することを心がけ

てください。 

今回の全国統一公開模試午後の問題は，選択する問題

よりも記述解答する，あるいは計算する問題が比較的多

く出題されています。また，知識問題であっても単純な

知識での選択という問題は少なくなっています。また，

知識だけでなく深い思考力も問われています。全体とし

て難易度は標準的で，学習の進捗によっては得点が十分

上げられなかった方もいたと思います。今回の模試は本

試験のリハーサルというよりも力試しという位置づけ

でとらえ，できなかったところをきちんと理解し，身に

つけるように心がけてください。 

応用情報技術者の午後試験では，問 1，問 2 のうち 1
問選択，問 3 から問 12 までから 5 問選択します。解答

に際して，全体の解答における時間配分に注意が必要で

す。ただし，今回の試験では，極端に難しい問題はなか

ったため，どの問題を選択するかは十分に検討しておか

なければなりません。自分自身の普段従事している業務

の特質や業務経験などから，アルゴリズムやデータベー

スのどちらかが苦手という人も結構います。また，スト

ラテジ系やマネジメント系が得意であるという人もい

ます。また，選択する問題の分野を広くとっておいて，

問題を見てから選択する問題を決定することも選択の

方法として有効です。どの問題を選択するかが，合否に

大きくかかわりますので，よく考えて自身の問題選択を

行うよう意識してください。 

解答方法の注意点として，問題文や設問をよく読むこ

とがあげられます。解答のヒントやそのものが書いてあ

る場合がありますので，それを無視した独善的な解答を

してはいけません。特に，ストラテジ系・マネジメント

系の問題は，問題文の文脈に沿って解答しなければなり

ません。解答表現には細心の注意が必要です。漢字の間

違いや略字，問題文や設問文の指定違反の解答が見られ

ています。注意しましょう。 
 
＜午後＞ 

問１ 企業の経営計画策定 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 2 点。 
［設問２］ 

（1）解答例どおりのみ 2 点。 
（2）解答例の他に，「影響がない程度のスペックの変更」，

「長期契約による単価引き下げ」も正解。 
［設問３］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問４］ 

解答例どおりのみ各 1.5 点。 
 
【講評】 
 財務会計の知識を問う問題でした。特に損益分岐点の

改善を中心にした問題であり，財務会計やコストダウン

の仕方などについて経験値が高いと有利だったといえ

ます。 
 設問 1 は，適切な費目を解答する穴埋め選択設問でし

た。基本的な財務の知識と問題文の文脈をきちんと理解

すれば比較的容易に解答できます。 
 設問 2 は，損益分岐点売上高の計算と価格引下げ交渉

の手段の知識を問う設問でした。損益分岐点売上高の式

はきちんと覚えておく必要があります。価格引下げ交渉

の手段は，単に「価格引下げ交渉をする」という解答が

多く見られました。これでは解答になりませんので注意

しましょう。 
 設問 3 は，財務会計の計算問題です。損益計算書の知

識と確実な計算力及び問題文の文脈の理解が解答に必

要な設問でした。相対的に難しかったと思います。 
 設問 4 は，損益分岐点を引き下げる手段の知識を問う

設問です。変動費率を下げるか，固定費を下げるかとい

う手段が必要となります。できなかった人はこの機会に

覚えてください。 
 
 
 
 

合格への本当のノウハウ！ 
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問２ 受信メール管理プログラム 
【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 2 点。 
［設問２］ 

原則解答例どおりのみ各 2 点。ただし空欄アの表現は

同義の日本語表現なら正解。 
［設問３］ 

原則解答例どおりのみ各 2 点。ただし空欄エの表現は

「cp.next.prev ← cp」も正解。 

[設問４] 

 解答例どおりのみ各 2 点。 

 

【講評】 

 受信メール管理プログラムを題材とした，リストのポ

インタ処理に関する問題です。基本的な内容であり，正

解率は高いように見受けられます。アルゴリズムの意味

や必要な操作はかなりの人が理解されているものと思

われます。適切な表記をすることが正解には必要となり

ます。また，計算量の考え方についての設問 4 も基本的

な内容で，正解率は高いものと思われます。 
設問 1 は，問題文の誘導で，リストのポインタ処理が

きちんと理解できなくても解答可能な設問でした。よく

問題文と図表を読み，照らし合わせて解答する必要があ

ります。 
設問 2 は，メールの削除のアルゴリズムの穴埋め設問

です。他の部分の表記に準じて表現することと，削除す

るノードのひとつ前のノードから削除するノードの次

ノードにつなげていくことに注意する必要があります。 
設問 3 は，双方向リストのメール挿入の穴埋め設問で

す。参照の付け替えの方法はそれぞれの例を図示しなが

ら考えていくようにすれば確実に解答できるように思

います。 
設問 4 は計算量の考え方についての穴埋め設問でし

た。O 記法を理解できていない人がかなりいました。こ

の機会に意味を覚えるようにしましょう。 
 
問３ ランチェスター法則とシステム化立案 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1） 第二法則の戦闘力の特徴を適切に解答すれば 3 点。 
（2）第一法則の利点を適切に解答すれば 3 点。 
［設問２］ 

原則解答例どおりのみ各 2 点。別表現でも同義の表

現と認めれば正解。 
［設問３］ 

（1）解答例どおりのみ各 1 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に表現されているもの

に対し 2 点。 
（3）解答例どおりのみ各 1 点。 
 

【講評】 

 経営戦略の立案方法の一つであるランチェスター戦

略に関する問題です。ランチェスター戦略はもともと軍

事法則ですが，企業経営にも応用されています。なお，

ランチェスター戦略については問題の記述に説明があ

り，知識がなくても解答するのは可能です。ただし，設

問の要求が把握しにくい設問もあるので問題文をよく

読んで解答してください。 
 設問 1 は，記述量が多いので注意する必要があります。

解答例の趣旨に沿って，分かりやすくまとめなければな

りません。自分で要点が分かっていても採点者に分かる

表現をしなければ不正解となるので，記述表現に気を配

ってください。 
 設問 2 は，どう解答したら良いか迷うところがあるか

もしれません。解答例の趣旨と同義の意味内容を適切に

表現する必要があります。 
 設問 3 は，コンサルティングの問題文の記述中の穴埋

め設問です。文脈をよく読んで解答を選択すれば比較的

容易に解答できます。なお(2)は「顧客の」の表現がなく

ても正解としています。 
 

問４ システムの信頼性と処理能力の向上 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例どおりのみ 2 点。ただし「0.972」は 1 点 
（2）解答例どおりのみ 2 点。 
［設問２］ 

 解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問３］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
 
【講評】 

 システム構成に関する問題でした。RAID の知識，ネ

ットワークやプロトコルに関する知識，稼働率計算につ

いて問われています。一つ一つは基本的なので，選択し

た人が多かったように見受けられます。正解率もかなり

高いものと思われます。 
 設問 1 は，RAID5 の知識を前提としています。RAID5
をよく理解していなければ解答できません。できている

人とできていない人が分かれる設問です。 
設問 2 は，選択穴埋め設問です。ネットワーク，通信

プロトコルの知識がベースとして必要です。これらはそ

れぞれ基本的な知識なので正解率は高かったと思われ
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ます。 
設問 3 は，冗長化による構成の稼働率計算の設問です。

計算問題といいながら選択穴埋め設問なので，比較的よ

くできていたと思われます。 
 
問５ IPｖ４パケットの転送 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問２］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問３］ 

（1）解答例どおりのみ各 1 点。 
（2）IP アドレスは解答例どおりのみ 1 点。理由は解答

例に加え，プロトコルの性質・決りであることを説

明しても正解とし 3 点。 
（3）解答例どおりのみ 2 点。 
 

【講評】 

 IPv4 パケットに関するネットワーク分野の問題です。

IPv4 パケットのフォーマット，経路表の内容，ARP テ

ーブル，DHCP による IP アドレスの割当ての仕組みに

ついて出題されています。正確な知識が欠如している人

がかなり見られ，あまり正解率は良くなかったようです。 
 設問 1 は，IPv4 パケットのフォーマットに関する設

問です。構成をしっかり理解していないと，解答困難で

す。できなかった人は知識確認をしてください。 
 設問 2 は，経路表に関する設問です。参照方法として，

あて先 IP アドレスとサブネットマスクの論理積を取る

ことをしっかり押さえる必要があります。「MAC フレー

ム」，「ARP テーブル」はよく取り上げられる知識です。

しっかり覚えてください。 
 設問 3 は，DHCP による IP アドレス取得のプロセス

に関する設問です。理由の説明は少し解答しにくかった

かもしれませんが，正答率はあまり高くありませんでし

た。DHCP リレーエージェント機能を用いたやり取り

についてよく理解しておきましょう。 
 

問６ 受講管理システムの設計と実装 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問２］ 

（1）解答例どおりのみ空欄 h は 1.5 点。その他は各 1
点。 

（2）解答例どおりのみ空欄 k は 1.5 点。その他は各 1
点。 

［設問３］ 

解答例どおりのみ 3 点。 
 

【講評】 

 受講管理システムの設計と実装を題材にしたデータ

ベース分野の問題です。比較的構造が単純なため，考え

やすい問題でした。選択した人が多かったように思いま

す。SQL 文が比較的難解ですが，一部，選択穴埋めも

あるために解答しやすかったと思います。全体的に，主

キーの概念があいまいな人が多いように思います。これ

はデータベース分野では基本中の基本ですのでよく理

解するようにしてください。 
 設問 1 は，E-R 図，テーブル項目の穴埋め設問です。

矢印の方向と主キーの下線に注意してください。特に(1)
の関連の表現は，横方向だと意味が分からなくなります。

縦方向の表現も他の記述にあるのですから，適切に表現

するようにしてください。 
 設問 2 は，SQL 文の穴埋めですが，表の相関名の使

用，左外部結合の意味，EXISTS と IN の違いといった

重要な内容が盛りだくさんです。ここを完答できた人は

かなりの実力があるといえます。逆にできなかった人は

知識をしっかり確認する必要があります。 
 設問 3 は，追加する所属テーブルの項目名を解答する

設問です。これも主キーの表現が怪しい解答が多く見ら

れています。注意しましょう。 
 

問７ 多機能ホワイトボードの設計 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問２］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問３］ 

原則解答例どおりのみ各 2 点。ただし空欄lは，解答

例と同様の趣旨が適切に表現されていれば正解。 
 

【講評】 

 多機能ホワイトボードの設計に関する組込みシステ

ム分野の問題です。設問 1，2 は，速度やデータ量を計

算するものです。設問 3 は処理の制御に関する設問です

が，特に組込みシステム分野に詳しくなくても図表の理

解によって，解答していくことは可能です。組込み系エ

ンジニアでなくても対応できる問題で，比較的やさしい

問題だったと思います。ただし，計算が総崩れすれば得

点率が大きく損なわれますので，慎重に計算する必要が

あります。 
 設問 1 は，パルスの数と回転量に着目して比較的容易
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に解くことができます。とにかく，計算間違いに注意す

る必要があります。 
設問 2 は，データ量の計算を慎重に行い解答する設問

です。データ量の計算はありふれていますので，難解な

ことはありません。空欄 f，空欄 h は小数部分の処理を

きちんとする必要がありますので注意してください。 
 設問 3 は，表 1 と図 2 をよく見比べて考察すれば，解

答を導くことができます。なお，空欄lは，pitmen の機

能の内容を適切に表現する必要があるので注意しまし

ょう。 
 

問８ 金融機関の融資審査システムの設計 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 1.5 点。 
［設問２］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問３］ 

（1）解答例どおりのみ 1 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に表現されているもの

に対し 2.5 点。趣旨はとらえているもの表現が甘い

場合は 2 点。 
 

【講評】 

 金融機関の融資審査システム設計を題材とした UML
に関する問題です。UML の記法について詳しく問われ

ておらず，むしろ問題文の記述の内容を理解し，テーブ

ルの項目や処理の手順，問題点を解答する必要がありま

す。内容的には決して難解ではありませんが，記述内容

を把握するために時間がかかるものと思われ，この点で

やや難しい問題だったと思われます。その中でも設問イ

の配点が大きく，平易だったために，できとしては決し

て悪くなかったようです。 
 設問 1 は，問題文の記述と関連するテーブルの項目を

参考にして解答を考察する必要があります。解答も正確

に表現する必要があります。 
 設問 2 は，処理フローの穴埋め選択設問です。問題文

と処理フローを照らし合わせてトレースすれば，比較的

容易に解答できます。ただし，空欄 d～f，i，j は，不等

号の向きを勘違いすると，解答が逆になってしまいます。

注意しましょう。 
 設問 3 は，融資可否判定における問題に関する設問で

す。(1)はエと間違いやすいのでよく言葉の意味を確認し

て解答しましょう。また(2)は，意味は分かっているもの

の適切な表現に至っていない解答が多かったです。注意

しましょう。 
 

問９ 社内システムのセキュリティ 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）解答例どおりのみ各 1.5 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に表現されているもの

に対し 2 点。 
［設問２］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に表現されているもの

に対し 3 点。 
（2）解答例と同様の趣旨が適切に表現されているもの

に対し 3 点。 
（3）解答例どおりのみ 2 点。 
 

【講評】 

 UTE(Unified Threat Management)に関するセキュ

リティ分野の問題です。問題の内容は基本的なものであ

り，UTM が何かをよく知らなくても，基本的なセキュ

リティ知識に照らして解答可能です。本問題の特徴とし

ては記述での解答部分が比較的多いということです。要

点を確実に解答することが望まれます。 
 設問 1 は，セキュリティに関する機器の機能や動作に

関する設問です。基本的な設問ですが，(1)は文脈に合う

ように適切に解答する必要があります。(2)は IP アドレ

スを隠ぺいすることがキーですので，この点をしっかり

解答する必要があります。 
 設問 2 は，(1)と(2)は IPS の機能や設定に関する設問

で，(3)は外部からの攻撃に関する知識設問です。正解で

きるかどうかは，正しい知識を持っているかにかかって

います。できなかった人は，よく復習して正しい知識を

身につけるようにしましょう。 
 

問１０ コールセンタのシステム機能拡張プロジェクト 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ 1 点。 
［設問２］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
［設問３］ 

解答例と同様の趣旨が適切に表現されているものに

対し 4 点。 
［設問４］ 

問題点：解答例と同様の趣旨が適切に表現されている

ものに対し 4 点。 
見直し内容：解答例と同様の趣旨が適切に表現されて

いるものに対し 4 点。 
［設問５］ 

解答例どおりのみ 1 点。 
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【講評】 

 システム開発プロジェクトにおける進捗管理に関す

る問題です。プロジェクトマネジメント分野の問題です

が，システム開発にかかわる内容であるため，テクノロ

ジ分野の問題を解いている人も多く選択しており，この

問題の選択率は高くなっています。プロジェクトマネジ

メントの基本的な知識に関する問題なので，得点率は高

くなっています。ただし，設問 3，設問 4 の記述式の設

問の配点が高く，適切に解答表現できるかどうかで大き

く得点率が変わってきます。人によって差が出やすい問

題だったと思われます。 
 設問 1 は，穴埋め部分を選択するものでした。連携プ

ログラムという脈絡から解答を導き出せます。正解率は

良かったと思います。 
 設問 2 は，総合テストのテスト環境に関する選択問題

です。総合テストということなので，結合テストに関す

る選択肢は除外できます。注意して取り組めば比較的容

易な設問です。 
 設問 3 は，新規開発部分を抑制して既存部分の流用を

多くすれば開発費用が抑制できることを解答する設問

です。解答の表現として要点をしっかり押さえることが

重要です。 
 設問 4 は，図 2 と図 3 を見比べることが解答のポイン

トです。なお，並行作業だけでなく，スケジュール自体

の短縮という解答も正解としています。 
 設問 5 は，リスクマネジメントに関する設問です。こ

こでの問題点は，M 社が対応できるかどうかということ

なのでそれに対する代替案について考慮する必要があ

ります。この点をしっかりと押さえるようにしましょう。 
 

問１１ システムの変更管理 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例と同様の趣旨が適切に表現されているものに

対し 2 点。 
［設問２］ 

（1）緊急度の趣旨が適切に表現されているものに対し

3 点。 
（2）解答例どおりのみ各 1 点。 
（3）「手間が増える」，「時間がかかる」，「修正に制限が

かかる」趣旨が適切に指摘されているものに対し 3
点。 

［設問３］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 
 

【講評】 

 システムの変更管理に関する問題です。変更管理フロ

ーを基にした内容で，問題文による誘導で，知識が不十

分な人にも解答しやすくなっています。本問題のキーは

「緊急度」で，この点に沿って考察する必要があります。 
 設問 1 は，図 1 の穴埋めですが，問題文中の記述にも

該当箇所があるので，すべてを勘案して適切な解答記述

を行う必要があります。 
 設問２は，(1)は「緊急度」がキーワードになります。

(3)は，単に「ユーザが自由に修正できない」では，問題

文の記述そのままで意味内容がはっきりしないので誤

りにしています。 
 設問３は，図 2 の穴埋め設問です。空欄 d と空欄 e
を組み合わせて考えれば，解きやすかったと思います。

比較的正解率は良かったと思います。 
 

問１２ ERP パッケージ導入の監査 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例どおりのみ各 1.5 点。 
［設問２］ 

（1）解答例どおりのみ各 1.5 点。 
（2）選定基準の項番：解答例どおりのみ 1 点 

修正内容：解答例と同様の趣旨が適切に表現されて

いるものに対し 2 点。 
（3）解答例どおりのみ各 1.5 点。 
（4）解答例と同様の趣旨が適切に表現されているもの

に対し 4 点。 
 

【講評】 

 ERP パッケージ導入のシステム監査に関する問題で

す。計画段階での全般統制の監査の問題ですが，ERP
パッケージ導入に関する基本的知識を問う設問も含ん

でいる複合的な問題です。システム監査のみならず，ス

トラテジ系の知識も必要なため比較的難しい問題とい

えます。正解率もあまり高くありませんでした。 
 設問 1 は，監査技法の知識問題です。問題文の記述を

しっかり理解して解答する必要があります。この設問は

比較的正解率は良かったように思います。 
 設問 2 は，ERP パッケージ導入のシステム監査とい

うよりも，導入にまつわる知識が問われています。ERP
パッケージ導入にまつわる問題，その解決，TCO の概

念，費用対効果の考え方等しっかりとした知識が必要で

す。正解率はあまりよくありませんでした。得点が低か

った人は，しっかりと復習して知識を整理するようにし

ましょう。 
以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF004e0069006b006b006500690020005000720069006e00740069006e006700200049006e0063002e0020004a006f0062006f007000740069006f006e00200066006f00720020004f00660066006900630065002000760031002e0030>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


